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Sustainability in Every Separation

intuitive
直感的な 操作と メ ン テ ナン ス 性、 卓越し た 装置

性能で 常に安定し た 分析を 提供

innovative
装置の遠隔操作・ モ ニタ リ ングにより ラ ボ外から

で も 分析業務を 実施し 、ラ ボ 滞在時間を 短縮

近年、 地球温暖化の影響により 世界中で 様々な 異常気象が発生し 、 人類の社会経済活動だ けで なく 生態系

な ど 環 境 へ の 影響 が 指 摘さ れて い ま す。 各 国政 府 は 2 0 5 0 年ま で に 温 室効 果ガ ス の 排 出を 全 体と し て

ゼロ に する「 カ ー ボン ニュ ート ラ ル」 の達成を 掲げて いま す。 業務効率化がより 一層求めら れる 一方で 、

分析業務のある べき 姿も 大きく 変わり 始めて いま す。 脱炭素社会の実現に向けて、

　 S m a r t ： 多様な 働き 方による やり がいと 生産性の向上

　 E c o ： 環境負荷の低減

を 両立するソ リ ュ ーショ ン を 提供し ま す。

新し い 一体型 LC シス テ ム i-Se ri e s は従来の卓越し た 性能を 継承し な がら 、 安定し てご 使用頂ける 堅牢性

と 環境負荷低減に寄与する 機能を 備え、 常に信頼性の高い分析結果を 提供し ま す。

intelligent
ソ フト ウェ アと の連携により

データ 信頼性の向上と 分析業務効率化の両方を 実現
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分析結果を 支える 基本性能

Basic perfo rm ance supporting  analys is  resu lts

システムの拡張性

UV/VIS 検 出 器ま た はフ ォト ダ イ オ ード ア レ イ

（ PDA） 検出器が標準搭載さ れて いま す。ま た 、

各種検出器を 増設すること も 可能で す。

アプリ ケーショ ン に対応し た 選択性

UV/VIS検出器およ び PDA 検出器の光学系温度

調節機能（ TC-Op tics） と フ ロ ー セ ルの温度調

節機能は、 室温変化による ベ ースラ イ ン 変動を

抑制し 、 安定し た ベ ース ラ イ ン で の測定を 可能

にし ます。

ベースラ イン 安定性

検出器

i -Se r i e s なら で はの操作性およ びコ ン パクト さ を 維持し たま

ま 、 PD A 検出器や蛍光検出器、 示差屈折率検出器、 小型の

質 量 分 析 計な ど 、 各 種 検 出 器を 追 加 する こ と が 可 能で す。

標準搭載の検出器と 追加の検出器の同時データ 取得も で き

ま す。

4 種類の移動相と 10 µ L のマイク ロプ ラ ン ジャ ー

による 高精度な 送液が可能で す。ま た 、 溶媒切

替バルブ *1 を 追加する こ と により 、 最大 7 種類

の移動相を 選択可能で す。

高いグラ ジエント 精度

送液ユニット

*1　 オプ ショ ン
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カ ラ ー 液晶タ ッ チ パネ ルを 採用し 、 ユーザーの習熟

度によ ら ず、 装置制御 が可能で す。 ま た 、 メ ン テ ナ

ン ス 作業も 画面の指示に 従う だ け で 簡単に 実行で

き ま す。

洗練さ れた 操作性

コ ント ロ ールパネル

装置前で カ ラ ムのコ ン ディ ショ ニ ン グ やピ ーク の確

認がで き ま す。 PC モ ニ タ ーでク ロ マト グラ ムを 確認

する 必要はあり ま せん 。

クロ マト グラ ムのリ アルタ イム表示

タ ッ チ パネ ルに 表示さ れた 二次元バーコ ード を 読み取り 、

メ ン テ ナン ス の操作説明・ 解説用 W eb サイト を 閲覧で き

ま す。 シ ス テ ム の 稼 働 率を 上 げ、 一 層 の 効 率 化 に 貢 献し

ま す。

消耗品の交換サポート

オート サンプラ ー

標準で は、長さ 300  m m のカ ラ ムを 3 本、また は長さ 100  m m のカ ラ ムを 6 本収納可能で す。強制空気循環方式を 採用し て おり 、

最高温度 90 ℃まで 対応で きま す。 幅広い温度に対応し 、 糖分析などで 求めら れる 高温分析も 可能で す。

幅広いサイズおよび温度に対応

カ ラ ムオーブン

約 14 秒の注入サイク ル時間は、 分析時間を  大幅に

短 縮し ま す。ま た 、 左 右 のラ ッ ク で 最 大 1536 検 体

（ 384 ウェ ルの M TPま た は DW P 使用時） がセッ ト で

き ます。

オート サン プ ラ ーには、 簡易の自動前処理機能が搭載さ れ

て いま す。 試料と 希釈溶媒の共注入により 、 ピ ーク 形状が

崩れやすい試料で あっ ても 安定し た 分析が可能で す。

高速検体処理

1  µ L 以下の微量注入において、 優れた 再現性と 直線性、 低キャリ ーオーバー（ < 0 .0004 % ： typ ica l） を 実現し ま す。 生体試料の

分析や高濃度試料の直接分析において、データ の信頼性を 高めます。

データ 信頼性の向上

前処理機能による

作業効率化

簡易 UI による 前処理設定

メ ン テナンスの解説動画
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intelligent

新し い i-Se r i e s で は、 診断・ 予防・ 復旧の 3 機能が分

析の堅牢性の維持を サポート し ま す。 スタ ート アッ プ

時に ポン プ のチェ ッ ク バルブ やオート サン プ ラ ーの状

態を 診断し 、 不調な 状態で の分析実施を 防止し ま す。

ま た 、カ ラ ムの劣化を 防ぎ な がら 平衡化を 行い、デー

タ 品 質を 保ち ま す。 さ ら に 、 分 析 中 は 常 に自ら モ ニ

タ ーし 、 万が一、ト ラ ブ ルが発生し た 際に は自己復帰

し 、ダウンタ イ ムを 削減し ま す。

ポンプと オート サンプラ ーの状態を 診断

ポン プ の流路チェ ッ ク で は、 チェ ッ ク バルブ の動作不良の診断が可能で す。 ま た 、 オ ート サ

ン プ ラ ーの流路チェ ッ ク で は、 注入系の汚れや詰まり を 診断し ま す。

カラ ムを 保護し な がら 平衡化を 自動実行

急激な 圧力負荷による カ ラ ム劣化を 避ける た めには、カ ラ ム温度を 上げな がら 段階的に移動

相流量を 増加さ せる 必要があり ま す。カ ラ ムオ ーブ ン 温度と 連携し た 移動相流量制御機能

Flo w Pi lo t は、 急激な 圧力上昇から カ ラ ムを 保護し な がら カ ラ ム平衡化を 自動実行し ま す。

ポンプ 内の気泡を 検知し てシステムを 自己復帰

移動相中の溶存空気がポン プ 内に引き 込ま れ、 送液不良を 起こ すこと が稀にあり ま す。こ の

現象を 検知し 、 オ ート パージ によっ て 気泡を 排除し 、シス テ ムを 正常に 復旧さ せま す。 無人

運転で も 信頼性の高い データ が得ら れ、 移動相や貴重な 試料が無駄に 消費さ れること を 防

ぎま す。

診 断

予 防

復 旧

FlowPilot

オ ーブ ン 温度に 応じ て ポン プ が流量を 制御し ま す。 オ ーブ

ン 温度が設定値に達する 前は、 流量を 徐々に 上昇さ せ（ 図

中①）、メ ソ ッ ド 設 定 値 の 半 分 の流 量を 維 持し ま す（ ②）。

そ の後、 オ ーブ ン 温度が設定値に 達すると 、 流量を メ ソ ッ

ド 設定値まで 徐々に 上昇さ せま す（ ③）。
Not Ready Readyオーブン 状態

カラ ム温度

流量

従来装置ポンプ 圧

時間

Flow Pi lo t使用時

ポンプ 圧

1 mL/min
1 mL/min

1
2

3

送液開始

0.5 mL/min
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分析に使用するカ ラ ムの使用履歴の記録は、データ 信頼性を 高めるう えで

欠かせま せん。 iCM P（ in te l l ig en t Co lum n  M an ag em en t Platfo rm ） *1 ,*2

は、 ユーザーにカ ラ ム管理プ ラ ッ ト フ ォ ームを 提供し 、 ユーザビ リ ティ と

データ 信頼性の向上を サポート し ます。

二次元コ ード ラ ベ ルと カ ラ ムを 対応

さ せること により 、 当社カ ラ ムだ けで

な く 、ラ ボ 内 の全て のカ ラ ムを 登録

およ び管理すること がで き ます。

あら かじ め登録し た カ ラ ムを 分析

開始時に 読み込み、 分析条件や分

析回数など の履歴を カ ラ ムに 紐づ

けること が可能で す。

各カ ラ ムの履歴を 追っ て、 保持時間

やピ ーク 形状を 比較すること がで き 、

カ ラ ムのパフォ ーマン ス を チェ ッ ク す

ること も 可能で す。ま た 、 複数のユー

ザーで カ ラ ムを 共有し て いる 場合で

も 、 前のユ ー ザー がど のよう な 分析

条件で 使用し たカ ラ ムな のかを 確認

すること がで き ま す。

管 理

カラ ムと 分析データ をシームレスに接続

カラ ム管理プラット フォーム iCM P

*1　 オプショ ン

*2　 Lab So lu tion s CS のみ対応

性能追跡

カ ラ ム登録

履歴の紐づけ
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innovative

Flo w Pi lo t（ 移 動 相 流 量 制 御 機 能） な ど の An a lytica l  

In te l l i g en ce 機能、 Lab So lu tio n s D i rect により 、 装置起動

から 分析終了ま で の自動フ ロ ーと 遠隔操作・ モ ニ タ リ ン グ

を 実現し ま す。 自動フ ロ ー に 熟練者の操作ノ ウハウを 取り

込み長期に 渡り 安定し たデータ 採取が行えると と も に、ラ ボ

で の必要な 作業量を 減少さ せ、 業務の生産性を 向上さ せ

ま す。

自動化と 遠隔操作・ モニタリングによる 新たなワークフ ロ ーの提案

ラ ボ以外からも 装置の操作、管理

ス マ ート デ バイ ス や PC の W eb ブ ラ ウザから Lab So l u t i o n s D i re ct を 経由し て、 離れた 場所から 装置を 遠隔操作し 、 予め 設定

し た メ ソ ッ ド や バッ チ 分 析を 実行 する こ と がで き ま す。 ま た 、 装 置 状況 やク ロ マト グ ラ ムも 遠 隔モ ニ タ リ ン グ で き 、 ラ ボと

居室を 行き 来する 時間と 手間を 削減し 、 ユーザーの業務効率化を 支援し ま す。

遠隔操作 /モニタリング機能

パフォ ーマンス

チェ ッ ク

自己復帰

カ ラ ム平衡化

分析開始

解析

分析終了

シャット ダウン

オート パージ

スタ ート アッ プ

分析開始

分析中

分析後
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intuitive

流路を 模し た ユーザーイ ンタ ーフェ ース により 、 視覚的にシ

ステムの稼働状況が確認で きま す。また 、 同一の画面から メ

ソ ッド 編集も 行う こと がで き ます。直感的な 操作性を 実現し 、

教育に 時間を 要さ ず初めて LC に 触れる ユ ー ザー にも お 使

いいた だ け ます。

オート バリ デーショ ン 機能により 、 送液の安定性、 波長の正確さ 、 吸光度の正確さ 、グラ ジ エント の正確さ 、ド リ フト /ノ イ ズ確認

等の検査項目を 、 誰も が一定の手順で 装置のコ ン ディ ショ ン を 簡単に確認で き ま す。ま た 、 装置の運転前の日常点検を 自動的に

実施で きる システムチェ ッ ク は装置の自己診断結果や、 送液ポン プ の総送液量、オート サン プ ラ ーの注入回数、ラ ン プ 点灯時間

など の消耗品の使用頻度をレ ポート に記録で き 、オート バリ デーショ ン 結果と と も に管理すること で 、 装置の起動状況を 的確に

判断で き ま す。

ユーザーインタ ーフェ ース

オート バリ デーショ ン 機能

i -Seri es の操作を 簡便化

安定し たシステムの稼働

バリ テ ーショ ン 実施項目の手順や必要な 移動

相な ど の情報が画面上に 表示さ れ、 指示に 従

う だ けで 点検作業が実施で き ま す。

オート バリ テ ーショ ン の開始

バリ テ ーショ ン 結果は 装置本 体から 参照で き

ま す。ま た ワ ーク ス テ ーショ ン から レ ポ ート 形

式で 出力で き ま す。

システムチェックレ ポート の作成



Green Transformation
人と 地球にやさ し い e co -f r i e n d l y の実現

サステナブ ル素材の採用

製 品 構 成 部 品 に ケミ カ ルリ サイ ク ル 樹 脂 を 採 用し 、

石油の使用量や二酸化炭素排出量の削減に貢献し て

いま す。

梱包材の最適化

梱 包 箱 の 容 積・ 重 量・ 構 造 の 最 適 化 に よ り 、 運 送 に

かかる コ スト およ び 環境負荷の低減を 実現し まし た 。

消費電力の削減

分析終了後、 待機状態で 消費する 電力を 最小限に留め

る オート シャ ッ ト ダウン 機能により 、 通常の待機状態と

比較し て 95 % 以上の消費電力削減が可能で す。

ラン ニングコ スト の低減

部品の耐久性を 高め、交換頻度の低減を 実現し まし た 。

部品交換に伴う 分析の中断時間を 低減し 、 装置稼働率

や業務効率を 向上さ せま す。
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LabSolutions™に標準搭載さ れているエコ ロジーモード *1 の活用により 、分析

待機時に装置が消費する電力を 低減できます。例えば、1 日のう ち 10 時間が分

析、14 時間が待機時間に当たる 場合、エコ ロジ ーモード の使用により 、約 45 

% の消費電力を 削減すること が可能です。また、装置の消費電力が下がること

により 、装置から の排熱量も 減り 、空調にかかる負荷の低減も 期待できます。

消費電力の低減

エコ ロジーモード

*1　 Lab So lu tion s LC/GC および DBのみ対応

分析開始

分析

分析終了

待機

エコ ロジーモード により 待機電力を低減

消費電力（ kW h /d ay）

3.5

3.0

2.5

2.0

1.5

1.0

0.5

0.0

45％

削減

通常時 エコ ロ ジ ーモ ード 使用時

溶媒消費量の削減

分析条件高速化・ 実験計画最適化

Shim-pack™ VP-ODS
(250 mm L. × 4.6 mm I.D. , 5.0 μm)

0 10 20 30 40 54

Shim-pack XR-ODS II
(100 mm L. × 3.0 mm I.D., 2.2 μm)

0 10 15 min

分析時間

短縮

54 L

溶媒消費

（ 1000分析）

12 L

実験計画法

完全実施要因計画

Box‒Behnken 計画

中心複合計画

必要な実験点

27 点

13 点

15 点

Box‒Beh n ken 計画

約52％

削減

中心複合計画

約44％

削減

完全実施要因計画の実験点

各実験計画法において必要な 実験点数の比較

同じ 充て ん 剤のカ ラ ムで も 、 内径の小さ い カ ラ ムを 選択するこ と で 分析時間を 大幅に 短縮する こ と が可能で す。ま た 、 カ ラ ム

内径の 2 乗に 応じ て、 溶媒使用量を 削減すること がで き ま す。さ ら に 、 Lab So lu ti o n s M D を 用い た データ 収集により 、 試行回

数を 削減し た 効率的な 条件探索が可能に なり 、 実験に 要する 時間や溶媒使用量を 減ら すこと がで き ま す。

An a lytica l  In te l l i g en ce は、 島津製作所が提案する 分析機器の新し い 概念で す。

システムやソ フト ウェ ア が、熟練者と 同じ よう に操作を 行い、 状態・ 結果の良し 悪し

を 自動で 判断し 、 ユーザーへのフィ ード バッ ク やト ラ ブ ルの解決を 行います。また、

分析機器に対する知識や経験の差を 補完し 、データ の信頼性を 確保し ます。
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メ ソ ッ ド 開発ソ フ ト ウェ ア Lab So lu tio n s M D を 使用し た メ ソ ッ ド 開発も 可能で す。 Lab So lu tio n s M D の活用により 、 分析ス ケ

ジュ ールの自動生成、 様々な パラ メ ータ ーで の分析の自動化、 最適な 分析条件の決定およ び 分析条件の頑健性評価と いっ た 一

連のワークフ ロ ーを 完結で き ま す。

分析法開発を 支援する オプ ショ ンソ フト ウェ ア

信頼性の高いメ ソッド 開発を 実現

初期スク リ ー ニ ン グ で は、 分析条件のパラ メ ータ ーを 自

動設定し て 分析し ま す。そこ で 得ら れた パラ メ ータ ーの変

動が分離に 与える 影響を 視覚的に 描画可能で す。 右図の

よう な 縦軸に移動相Bの有機溶媒濃度、横軸にカ ラ ムオー

ブ ン 温度を 示すデ ザイ ン ス ペ ースで は、 有機溶媒の混合

比率が 50 ％かつカ ラ ムオーブ ン 温度が 39 ℃の条件が最

も 頑健で あること が一目で わかり ます。

独自の AI アルゴリ ズムにより 、 ユーザーが設定し た 分離度のク ラ イ テリ アを 満た すグラ ジ エ ント 条件の自動探索が可能で す。 通

常のメ ソ ッ ド 開発で は、 分析ス ケジュ ールの作成やデータ 解析に おいて 人による 作業は不可欠で す。し かし 、 本機能は得ら れた

データ を 基に次のグラ ジ エント 条件を 自動生成する た め、 人による 作業なし でグラ ジ エント 条件の探索が可能で す。

デザインスペースを 用いて最も 頑健な 分析条件を 特定

右図は、フ マ ル酸のピ ーク を 自動で 同定し た 事例で す。

フ マ ル酸は、 酸濃度やカ ラ ムオ ーブ ン 温度によっ て 保持

時間が変動し ま す。 他の成分を ピ ーク 高さ で フ ィ ルタ ー

し 、 保持時間が変動するフ マ ル酸も 自動で 同定し ま す。こ

のよう に パラ メ ータ ーを 複合的に 用い、 ピ ーク を 同定で

き ま す。

対象成分のピ ークを 自動でト ラッ キング

独自の AI アルゴリ ズムに基づく グラ ジエント 条件の自動最適化

LabSo lu tio ns  MD

メ ソッド 開発の効率化

分析スケジュ ール作成

（ 30 分程度）

分析スケジュ ール作成

（ 30 分程度）
分析

データ

分析
分析

データ

分析

初期設定

（ 10 分）
初期分析 条件探索 補正分析

条件確定

Lab So lu ti o n s M D による

グラジエント 条件の最適化

通常の

グラジエント 条件の最適化

人による条件探索

2 4 6 100 8

Formic acid

0

0

2 4 6 8 10

2 4 6 8 10 保持時間 min

Maleic acid
Fumaric acid

Acetic acid

Formic acid

Maleic acid Acetic acid

(a)

(b)

(c) Formic acid

Maleic acid Acetic acid

条件確定
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4 種類の移動相と 6 種類のカ ラ ムを 用い た 最大 24（ 4×6） 通り の組み合

わせに対応し て いま す。 ルーチン 試験への移管コ スト を 削減し 、 省ス ペー

ス・ 低コ スト を 実現し まし た 。

島津消耗品ブ ラ ンド  Co reFo cu s™が提案する Sh im -p ack メ ソ ッド 開発用カ ラ ムキット は、 分離選択性の異な る カ ラ ムを 組み合わ

せており 、 最適な カ ラ ムの選定を 支援し ます。

分析装置に対応するキット

L1 キット

fo r HPLC

L1 キット

fo r HPLC / UHPLC（ LC-M S）

M axim u m  Se lectivity RP キット

fo r HPLC / UHPLC T yp e A

M axim u m  Se lectivity RP キット

fo r HPLC / UHPLC T yp e B

M axim u m  Se lectivity RP キット

fo r HPLC / UHPLC（ LC-M S）

※ こ れら カラ ムキット はすべての分析において最適な 分離を 保証するも ので はあり ません

HPLC UHPLC
UHPLC
(LC-MS)

HPLC
(LC-MS)

01

02

03

04

05

C18 のみ

C18 のみ

N ex e ra ™

Sh im -p ack  メ ソッド 開発用カ ラ ムキット

メ ソ ッド スカ ウティ ングシステム　 ～アド バンスト モ デル～

Method  Scou tin g  So lu tio n

メ ソッド 開発の生産性向上

最大耐圧 130 M Pa を 有する UHPLCシス テムで 、 8 種類の移動相と 12 種類のカ ラ ムを 用い た 最大 192（ 4×4×12） 通り の組み

合わせに対応し ています。 拡張性の高いモジュラ ータ イプ の構成により 、 様々な 分析条件に柔軟に対応可能で す。

i -S e r i e s  メ ソ ッド スカ ウティ ングシステム　 ～エント リ ーモ デル～

カ ラ ムオーブン

ポンプ

移動相切換バルブ

（ ポンプ に内蔵）

オート サン プラ ー

検出器

移動相切換バルブ

（ ポンプ に内蔵）

移動相切換バルブ

（ ポンプ に内蔵）

カ ラ ムオーブン

検出器

ポンプ

ポンプ

オート サン プラ ー

： 最適 ： 利用可能
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装置台数の少な い 小規模な ネット ワーク シス テムから 大規模な 環

境まで 、 ユーザーが管理し た い 装置に 合わせて 柔軟にシス テム構

築すること が可能で す。ま た 、 後から 容易に装置を 増設すること も

で き ま す。ク ロ マト グラ フ 以外の装置のみで も ネット ワーク シス テ

ムを 構築すること がで き 、 装置情報・ データ を 一元管理し 、 管理コ

スト を 低減で き ます。

ラ ボの規模に合わせたシステム構築

分析ネット ワークを自由にアクセス

LabSo lu tio ns  CS

ク ロ マト 系の装置以外のデータ や操作ログを 含め、ユーザーアカ ウント 情報やシステムのセ キュリ ティ 情報も Lab So lu tio n sデー

タ ベ ースで 一括管理で き ま す。さ ら に マ ルチ データ 登録オプ ショ ン を ご 利用い た だく こと により 、 様々な 分析装置の生データ や

PDFレ ポート などを Lab So lu tio n sデータ ベース に自動で 取り 込むこと がで き 、セ キュアな データ 管理を サポート し ま す。

効率化を 支援する 強力な オプ ショ ンソ フト ウェ ア

分析データ の信頼性を 担保

様々な 分析装置を 統合管理

タ ーミ ナルサービ ス に対応し ており 、各ユーザーの PCに Lab So lu tio n sソ フト ウェ アを イ ンスト ールすること なく 、データ やレ ポー

ト を 確認すること がで きま す。さ ら に、LCやGC、LC-M S、GC-M Sについては、分析操作やデータ 解析、レ ポート 作成も 各ユーザー

の PC から 実行で きま す。

ソ フト ウェ アのインスト ールなし でデータ やレ ポート を 確認

Lab So lu t io n s サーバー クライアント PC

アクイジショ ン

コ ント ロ ーラ PC

LC LC GC GC FTIR UV

タ ーミ ナルサーバー

ユーザーA

ユーザーB



15

手動波形処理作業削減により 、

データ 改ざ んを 疑われるリ スク を 低減。

MERIT

パラ メ ータ ー 設定なし で 、 ユーザー によら ず、

熟練者と 同等の波形処理結果を 実現。

MERIT

Peak in tel l ig ence ™

効率的な波形処理を 実現

LabSo lu tio ns  Detect

差分解析でデータ 確認を 効率化

ク ロ マト グラ ムのピ ーク 検出を AI がアシスト し て、 熟練者と 同等レ ベルの解析を

実現で き ます。 波形処理のノ ウハウを 学習し た AI アルゴリ ズムにより 、 ユーザー

による パラ メ ータ ー設定なし で 自動波形処理が行えま す。

こ れまで 蓄積さ れたリ ファ レ ン ス データ を 正常データ とし 、日々採取さ れる タ ーゲット データ と の差分を 解析すること で 特徴的な

ピ ーク の検出およ び確認を 支援し ます。 品質管理における 不純物確認業務を 効率化し 、 製品の安心・ 安全の確保に貢献し ます。

13.0 14.0 15.0 16.0 17.0 18.0 19.0 20.0 21.0 22.0 23.0

一致

BEFORE AFTER



i-Series

Specifications

型　 名 LC-2070 LC-2070C LC-2070C 3D LC-2080C LC-2080C 3D

部品番号 228-65880-58 228-65881-58 228-65882-58 228-65883-58 228-65884-58

寸　 法

質　 量

使用可能pH 範囲

W 410×H605×D500 m m（ リ ザーバート レイの高さ は含まない）

 58 kg 63 kg 63 kg

pH 1 ～ 13

ポ
ン
プ

脱気ユニット

流量設定範囲

グラジエント 方式

グラジエント 設定混合比の範囲

最大耐圧

システムディレイボリューム

5ライン（ 移動相4 ポート ＋洗浄液1 ポート ）（ 容量400 µL）

0.0001 ～ 10 m L/m in

4 液低圧GE

0 ～ 100 %（ 0.1 % ステップ）

50 MPa（ 0.0001 ～ 3 m L/m in）

44 MPa（ 3.0001 ～ 5 m L/m in）

22 MPa（ 5.0001 ～ 10 m L/m in）

70 MPa（ 0.0001 ～ 3 m L/m in）

44 MPa（ 3.0001 ～ 5 m L/m in）

22 MPa（ 5.0001 ～ 10 m L/m in）

650 µL

（ オプショ ン： 460 µL、1100 µL）

460 µL

（ オプショ ン： 650 µL、1100 µL）

オ
ー
ト
サ
ン
プ
ラ
ー

注入方式

注入量正確さ

注入量設定範囲

注入量再現性

サンプルクーラー

全量注入方式

±1 %（ 50 µL、N= 10）

0.1 ～ 100 µL

（ オプショ ン： 0.1 ～ 50 µL、1 ～ 500 µL、1 ～ 2000 µL）

0.1 ～ 50 µL

（ オプショ ン： 0.1 ～ 100 µL、

1 ～ 500 µL、1 ～ 2000 µL）

RSD < 0.20 %  （ 5.0 ～ 2000 µL）

RSD < 0.25 %  （ 2.0 ～ 4.9 µL）

RSD < 0.5 %  （ 1.0 ～ 1.9 µL）

RSD < 1.0 %  （ 0.5 ～ 0.9 µL）

非搭載 4 ～ 45 ℃

カ
ラ
ム
オ
ー
ブ
ン

収納カラムサイズ

設定可能温度範囲

温度制御精度

温度正確さ

流路切り替えバルブ

カラム長さ 100 m m   6 本

カラム長さ 300 m m   3 本

室温－12 ～ 90 ℃、設定範囲4 ～ 90 ℃

±0.1 ℃

±0.8 ℃（ 指定条件）、±0.1 ℃（ センサ温度、40 ℃設定時）

最大1 個

検出器 UV UV PDA UV PDA

Analytical In tel lig enceロゴ、Lab So lu tion s、Sh im -p ack、Nexera、CoreFocus および Peakin tell ig enceは、

株式会社島津製作所またはその関係会社の日本およびその他の国における商標です。

本文書に記載さ れている会社名、製品名、サービスマーク およびロゴは、各社の商標および登録商標です。

なお、本文中では「 TM 」、「 ®」を 明記し ていない場合があり ます。

本製品は、医薬品医療機器法に基づく 医療機器とし て承認・ 認証等を 受けており ません。

治療診断目的およびその手続き 上での使用はできません。

ト ラブル解消のため補修用部品・ 消耗品は純正部品をご採用く ださ い。

外観および仕様は、改良のため予告なく 変更すること があり ますのでご了承く ださ い。

分析計測事業部

604-8511  京都市中京区西ノ 京桑原町1

製品情報 価格お問合せ

東 京 支 社

関 西 支 社

札 幌 支 店

東 北 支 店

郡山営業所

（ 官公庁担当）

（ 大 学 担 当 ）

（ 会 社 担 当 ）

（ 03）3219-5631

（ 03）3219-5616

（ 03）3219-5622

（ 06）4797-7230

（ 011）700-6605

（ 022）221-6231

（ 024）939-3790

つく ば支店

北関東支店

横 浜 支 店

静 岡 支 店

（ 官公庁・ 大学担当）

（ 会 社 担 当 ）

（ 官公庁・ 大学担当）

（ 会 社 担 当 ）

（ 官公庁・ 大学担当）

（ 会 社 担 当 ）

（ 029）851-8511

（ 029）851-8515

（ 048）646-0095

（ 048）646-0081

（ 045）311-4106

（ 045）311-4615

（ 054）285-0124

名古屋支店

京 都 支 店

神 戸 支 店

岡山営業所

四 国 支 店

（ 官公庁・ 大学担当）

（ 会 社 担 当 ）

（ 官公庁・ 大学担当）

（ 会 社 担 当 ）

（ 052）565-7521

（ 052）565-7531

（ 075）823-1604

（ 075）823-1603

（ 078）331-9665

（ 086）221-2511

（ 087）823-6623

広 島 支 店

九 州 支 店（ 官公庁・ 大学担当）

（ 会 社 担 当 ）

（ 082）236-9652

（ 092）283-3332

（ 092）283-3334

島津コールセンター
（ 操作・ 分析に関する相談窓口）

0120-131691
IP電話等：（ 075）813-1691

初版発行： 2025年9月　 3240-02603-30ANS


